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本書は、中世末期日本語のテンス・アスペクト・モダリティ体系を中心的

に扱った研究書である。このテーマを扱った研究書としては、国内外を見て

も、おそらく本書が初めてのものではないかと思う。

日本語に非常に大きな変化があったことは、よく知られている。テンス・

アスペクト・モダリティに関して、概ね、中世を境に、「～キ、～ケリ、

～ツ、～ヌ、～タリ、～ム、～ムズ」等といった、古代日本語（『源氏物語』

等の言語）の形式が、ほぼ全て姿を消し（あるいは形を変え）、かわって、

「～タ、～テイル」等の近代日本語の形式が台頭してくる。

本書が研究対象とする中世末期日本語とは、概ね、西暦 1550 ～ 1600 年前

後の日本語（主に口語）のことである。この時代には、～タや～テイル等の

形式が盛んに用いられるようになっており、この意味で、まさに、「近代日

本語のスタート地点」ともいえる言語である。一方、～ムや～ムズの後継の

形式である、～ウや～ウズ（ル）も盛んに用いられており、この意味で、古

代日本語の面影を色濃く残している言語でもある。時期的にも、古代日本語

と現代日本語のほぼ中間に位置する言語であって、日本語の変遷を考える上

で、極めて重要な言語であるといえる。しかし、そのテンス・アスペクト・

モダリティ体系は、実は、よく分かっていないのである。

例えば、現代日本語では、動詞基本形（スルの形）と～テイルとで、「非

状態（完成的）／状態（継続的）」の対立を成している。具体的に述べると、

「走る／走っている」のような対立がアスペクト体系を形成しているのだが、

これと同様のことが中世末期日本語でいえるのだろうか。また、現代日本語

では、～ウや～ダロウ等がモダリティの形式として扱われ、動詞基本形との

関係が議論されているが、中世末期日本語において、～ウ等と、動詞基本形

とは、どのような分布を成しており、どのような体系を形成しているのだろ

うか。従来の研究では、これらの問いに明確に答えることはできない。
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この段階で回答できないわけだから、「～ウ・～ウズ（ル）、動詞基本形、

～テイル、～タ」の各形式が、どのように分布しており、どのような体系を

形成していたのかと問われても、もちろん、回答できない。

このため、近代日本語の体系の発達が、どのようであったのかを把握する

こともできず、さらには、古代日本語から現代日本語への変遷が、どのよう

なものであったのか、全体を見通すことも難しい。分かりやすく示すと、次

のような状況なのである。

古代日本語　　　 

中世末期日本語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×

現代日本語　　　

この不明な部分を知りたい。これが本研究の動機である。この部分が分か

れば、全体の見通しもすっきりするではないか。なまじ使用されている形式

が分かっているだけに、はっきりしないことが余計もどかしい。

本書は、この不明な部分を明らかにするものである。本書の内容は多岐に

わたるが、その中心的な部分を端的に述べれば、この一点に尽きる。
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【古典文学に興味がある方や、敬語に詳しくなりたい方へ】

本書は、歴史的な文法の専門書であるが、古典文学に興味がある方や、敬

語に詳しくなりたい方にも、是非、読んでもらいたい。例えば『平家物語』

等の主な丁寧語は「候ふ」であり、この語は古文の読解上、重要である。で

は、丁寧語の「候ふ」は、現代日本語の丁寧語である「です・ます」と、ど

う違うのだろうか。両者の違いを整理して答えることは難しい。しかし、本

書の第 9章と第 10 章を読むだけでも、両者の違いがはっきりと整理できる

ようになるだろう。共に、丁寧語とされてきた、「候ふ」と「です・ます」

だが、実際には大きな違いがある。当該の章だけでもよいので、是非とも読

んでもらいたいと思う。

【古典文法がよく分からなかったという方や、国語教育に関係する方へ】

本書は、歴史的な文法の専門書であるが、高校での古典文法がよく分から

なかったという方にこそ、是非とも、読んでもらいたい。本書の第 12 章

～第 14 章を読むだけでも、「なぜ古典文法が分からなかったのか」という理

由がよく分かると思う。実は、「古典文法がよく分からなかった」というの

は、自然な反応であり、むしろ、「古典文法がよく分かっている」というこ

との方が問題といえる。この意味で、国語教育に関係する方にも、当該の章

を、是非とも読んでもらいたいと思う。本書は、古典文法教育が有する根本

的な問題の一つに、確実に切り込んでいる。

「候ふ」や「です・ます」等の丁寧語、高校での古典文法教育、これらと

中世末期日本語のテンス・アスペクト・モダリティ体系は、一体どう関係す

るのか。これらは、一見、全く関係がないように思える。

しかし、本書を第 1部から順を追って読むと、これらは全て関係してくる

ことがよく分かると思う。テンス・アスペクト・モダリティ体系は、動詞述

語文の根幹をなすだけに、その影響は、思いのほか大きいものなのである。
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